
GLOCOM イノベーション行動科学 2011年度プログラムのご提案 

「プラカデミアサロン 2011――社会イノベーション・フューチャーセンター」 

日本企業が、社会゗ノベーションで世界をリードしていけるようにしたい。そのための場として、

企業を越えて一緒に「社会゗ノベーション Hub」をつくっていく仲間を求めます。

 
「プラカデミゕ」とは、実務家（プラクテゖショナー）と大学関係者（ゕカデミゕ）

からなる造語です。 

実務家の実績と研究者の研究成果を活かした新たな実践の創造を目指すため 

GLOCOM ゗ノベーション行動科学の分科会として 2008 年度から発足しました。企

業を超えたメンバーが、各社の本業を活かした形での社会゗ノベーションに挑戦して

います。2011 年度は、社会起業家、企業、プロデューサの多様性のある三者が同じ

シェゕ・オフゖスで働く場「そらキッチン（Social Labs Kitchen）」をスタートい

たしました。多様な方々が同じシェゕ・オフゖスで働き、プロジェクトを実行してい

きます。 

 

■ソーシャルとビジネスの両立を複数企業で実現 ソーシャルラボ・キッチン「そらキッチン」のコンセプト

エコシステム型
イノベーション

•ビジネスとソーシャ
ルのセクターを越え
て一緒に新しい社会
システムと市場を創
造する

社会起業家

•一人でも、社会の問
題解決をビジネスの
パワーで実現する

オープン
イノベーション

•複数の企業が市場創
造の初期段階から連
携し、新ビジネスを
興していく

従来型企業/NPO

•単独で、ビジネスあ
るいは社会問題の解
決に従事する

Single Multiple

Social and Business

Social or Business  
■そらキッチン推進メンバー 

 

◆参加者募集！！◆ 

新たな価値とビジネスを創造していきたいと思う方、企業を超えた価値観でビジネスを模索してみたい方、社会の変化を感じなが

ら、次のマーケットをともに考えたい方・・・ 

お申込みはこちら→イノベーション行動科学デスク（仁平）：info_ibs@glocom.ac.jp 

 

プラカデミアサロン 2011 

 

期間： 2011 年 10 月下旬 -2012 年 2月（5 か月間） 

目的： 企業と社会起業家の創出により、社会イノベー

ションの切り口を発見する 
 
・私たちを取り巻くビジネスの尺度は、すでに変わり始

めているのではないか。 

・社会゗ノベーションのコミュニテゖ・゗ンフラ市場が

台頭してくるのではないか。 

・社会問題の解決を伴わないビジネスは立ち行かなくな

るのではないか。 
 

参加費用： 105,000 円／人  

※プラカデミゕサロンに参加した人は、その年から「そ

らキッチン」に参加することができます。2 年目から

はプラカデミゕサロンへの参加費は不要となります。 

 
 

 

 

 

 

庄司昌彦： 
ソーシャルメデゖゕ、ソーシ
ャルネットワーク研究/地域
SNS 研究の第一人者。 
 

 

野村恭彦： 
゗ノベーション行動科学プロ
ジェクトリーダー/知識創造
型組織づくりの専門家。 

 

服部篤子： 
プラカデミゕサロン主宰者/
社会起業家ネットワークの
ハブ的研究者。 

多様な方が二子玉川＠「そらキッチン」に集まって、プロジェクトを実行。 
ここから、「低電力ワークスタ゗ル」「認知症サポート社会」のプロジェクトが生まれました。 

 
徳田雄人： 
NPO法人地域認知
症サポートブリッ
ジ理事。NHK を飛
び出し、認知症問
題を地域ネットワ
ーク問題として問
う。 

 
岡田 誠： 

富士通研究所、技

術戦略担当。企業

と社会゗ノベーシ

ョンの接点を具体

的な形で設計しよ

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

杉原たみ：

Tammy's Treats主

宰。国連で難民支援

に従事し、現在はフ

ェゕトレードの普

及に貢献。 

 

 

 

 

 

平田裕之： 

一般社団法人環境

パートナーシップ

会議でステークホ

ルダープロセスに

従事。エコゕパー

ト作りの実践者。 

 

 
デゖラン・スカダー： 

マ゗ルストーン社

代表。元 UNICEF。

紛争解決学をベー

スに CSR、ソーシ

ャルマーケテゖン

グを研究。 

 
 

①  
プラカデミア
サロン 

② 
そらキッチン・
プロジェクト 

③ 
社会イノベー
ションの実現 

mailto:info_ibs@glocom.ac.jp


GLOCOM イノベーション行動科学 2011年度プログラム 
プラカデミアサロン 2011 の進め方（全 8 回シリーズ） 

 
 

１： 高齢化社会のヘルスケア・イノベーション 

第 1 回：10 月 12 日（水） 

16:00-19:00 (3h) 

国際大学 GLOCOM＠六本木 

1.1「ケゕビジネス・゗ノベーション」 

八王子で“市民の市民による市民のための病院”を実践している 
北原脳神経外科病院 北原茂実理事長にお話しを伺います。 

第 2 回：11 月 9日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

カタリストＢＡ＠二子玉川 

1.2「ヘルスケゕ・゗ノベーション」 

ゕートによって人間性を回復することを目指して活動を展開している 
Arts Alive の林 容子さんをゲストにお迎えします。 

２： コミュニティ・インフラ市場 

第 3 回：11 月 16 日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

カタリストＢＡ＠二子玉川 

2.1「都市内コミュニテゖ・゗ノベーション」 

社会とのつながりを意識してデザ゗ンや印刷の分野で積極的なプログラムを実施してい

る製版加工会社、広告製版社代表 伊東勝さんをお招きします。 

 

第 4 回： 12 月 7日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

国際大学 GLOCOM＠六本木 

2.2「地域活性コミュニテゖ・゗ノベーション」 

牧場全体として、グリーンツーリズム・酪農教育フゔームによる都市部住民との交流を積

極的に展開し、牧場体験学習などを受け入れている「くずまき高原牧場」より木村元思さ

んをお迎えします。 

３： フューチャーセンターセッション 

第 5 回：1 月18日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

 

３「ヘルスケゕ×コミュニテゖ」の未来シナリオ 

セッション１とセッション２関連のゲストを複数お招きして議論を交差させる。 

４：ソーシャルイノベーション・デザイン ～プラカデミア流ビジネスをデザインする～ 

第 6 回：2 月 1日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

 

4.1「社会゗ノベーションデザ゗ン（１）」（ワークショップ） 

参加者全員で一つの゗ノベーションを構想する。 

第 7 回：2 月15日（水） 

14:00-17:00 (3h) 

 

4.2「社会゗ノベーションデザ゗ン（１）」（ワークショップ） 

各参加者がそれぞれの゗ノベーションを構想する。 

第 8 回：2 月29日（水） 

14:00-17:00(3h) 

 

4.3「発表会」（外部発信） 

社会゗ノベーション・テーマ発表。 

問合せ／申込先：info_ibs@glocom.ac.jp / プラカデミゕサロン 2011詳細はこちら→http://www.innovation-glocom.jp/ 

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター（GLOCOM）イノベーション行動科学デスク（仁平） 
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